
(
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ま
た
山
村
に
お
い
て
然
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、

林
家
の

性
格
を
端
的
に
示
す
「
主
業
」
を
み
る
と
、
自
営
業
(
農

林
業
が
主
体
)
を
主
業
と
す
る
も
の
の
割
合
が
高
い
。

そ
の
ば
あ
い
、
そ
れ
は
ま
ず
第
一
に
農
家
の
経
営
耕
地

規
模
に
規
定
さ
れ
、
山
林
保
有
は
二
義
的
に
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
東
北
山
村
に
つ
い
て
自
営

業
を
主
業
と
す
る
も
の
の
比
率
を
み
る
と
、
農
業
経
営

耕
地
一
加
未
満
の
林
家
の
う
ち
、

山
林
保
有
一

J
五
加

層
は
四
八
%
、
五

J
二
O
加
層
六
五
克
、
二

O
J
一
O

O
加
層
七

O
Zで
あ
る
の
に
対
し
て
、
農
業
経
営
耕
地

一
J
、
二
仰
の
林
家
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
八
四
%
、
八
六
%

八
七
%
と
い
う
よ
う
で
あ
る
。
山
林
保
有
は
総
じ
て
農

民
身
分
を
補
強
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
。

ま
た
山
林
保
有
農
家
の
複
合
経
営
率
は
異
常
と
思
わ

〔

5
)

れ
る
程
高
い
。
そ
の
こ
と
が
、
自
営
業
主
業
(
農
林
業
〉

の
林
家
の
割
合
を
高
め
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。

経
営
の
基
盤
と
な
る
山
林
保
有
と
林
家
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
七

O
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
り
零
細
保
有
の
若
干

の
か
き
あ
げ
が
近
年
進
行
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

が
、
六

O
年
と
七

O
年
の
セ
ン
サ
ス
を
機
械
的
に
対
照

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
保
有
面
積
捕
捉
率
の
問

〈

6
U
題
〉
。
動
態
調
査
は
七

0
年
代
に
入
り
山
林
保
有
の
移
動

が
激
増
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

た
お
、
七
一
年

の
林
家

(五
J
五

O
O
加
)
の
購
入
面
積
は
保
有
面
積

の
0
・
三
克
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
七

O
年
セ
ン
サ
ス

に
よ
る
と
、
貸
付
山
林
の
あ
る
林
家
数
割
合
は

0
・
五

%
、
面
積
一
・
一
%
、
借
入
戸
数
二
・
七
万
、
面
積
一

済経業林

農

民

的

育

林予

考

慌I

~ョ

の

Iま

め

じ

林
業
経
済
研
究
会
幹
事
長
か
ら
与
え
ら
れ
た
報
告
課

題
は
、
「
農
民
的
林
業
(
育
林
)
担
い
手
の
問
題
を

含
め
て
」
で
あ
っ
た
。
林
業
の
現
状
分
析
の
一
環
と
し

て
消
化
す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
た
の
で
報
告
を
引
受

け
た
が
、
問
題
の
集
約
は
以
外
な
程
困
難
で
あ
っ
た
。

(
l
u
 

林
業
経
済
研
究
会
会
報
八
五
号
の
報
告
要
旨
は
、
ま
た

報
告
の
標
題
も
、
遺
憾
な
が
ら
準
備
段
階
で
の
混
迷
の

産
物
で
あ
る
。
そ
の
後
も
資
料
の
整
理
を
進
め
、
結
局
、

六

0
年
代
後
半
以
降
の
育
林
の
停
滞
の
実
態
・
態
様
を
、

林
業
の
個
別
経
済
の
側
面
か
ら
大
筋
に
お
い
て
明
か
に

す
る
諸
表
(
二

O
表
に
わ
た
る
)
を
作
成
し
た
。
一
九

(

2

)

 

六
八
年
と
七
一
年
の
林
業
事
態
調
査
、
六
回
J
年
七
二

年
の
林
家
経
済
調
査
、
農
家
経
済
調
査
に
よ
る
、
保
有

山
林
面
積
階
層
別
の
林
家
の
林
業
経
営
動
向
分
析
表
で

あ
る
。
報
告
は
そ
れ
ら
に
若
干
の
コ
メ
ン

ト
を
加
す
る

内
容
の
も
の
と
な
っ
た
。

こ
れ
実
態
分
析
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
農
民
的
林
業
」

-
二
%
で
あ
り
、
林
家
間
の
私
的
関
係
と
し
て
は
、
林

野
の
貸
借
は
む
し
ろ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
程
で
あ
る
。

経
営
目
的
の
林
地
の
売
買
・
貸
借
は
、
そ
れ
が
な
い
と

い
わ
れ
る
農
地
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
。
入
会
林
野
の

私
権
化
な
ど
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
保
有
山
林
の
増
加
は

あ
っ
た
に
し
て
も
、
多
く
の
林
家
に
と
っ
て
、
山
林
の

多
く
の
部
分
が
継
承
さ
れ
た
保
有
資
産
で
あ
り
、
い
わ

ば
不
定
の
規
模
の
林
野
を
前
提
的
に
置
い
て
、
林
業
を

営
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
動
態
調
査
の
分
析

六
八
年
と
七
一
年
の
林
業
動
態
調
査
の
林
家
(
五

i

五
O
O仰
〉
調
査
を
対
照
さ
せ
た
諸
表
に
よ
り
、
次
の

よ
う
な
事
実
が
指
摘
で
き
よ
う
。

近
年
の
育
林
の
停
滞
は
、
労
働
力
面
で
は
雇
用
労
働

の
減
少
を
主
内
容
と
し
て
い
る
。
雇
用
労
働
に
よ
り
大

き
く
依
存
す
る
大
規
模
層
で
は
、
常
用
労
働
者
の
著
し

い
減
少
の
み
な
ら
ず
、

季
節
雇
も
減
少
さ
せ
、
経
営
の
(7
〉

「
空
洞
化
」
と
も
い
う
べ
き
事
態
の
進
行
が
み
ら
れ
る
。

六
八
年
段
階
で
み
ら
れ
た
一雇
用
労
働
者
の
構
成
に
お
け

る
大
規
模
層
の
優
越
は
、
七
一
年
段
階
で
は
消
滅
し

た
。
林
家
の
活
動
に
は
、
全
体
と
し
て
、
自
家
労
働
へ

の
収
蝕
現
象
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
中
小
林
家
経

営
に
は
、
紙
野
氏
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
相
対
的
安
定

(
B
)
 

性
」
だ
が
、
あ
る
種
の
し
た
た
か
さ
と
い
っ
た
方
が
適

切
な
活
動
の
相
対
的
な
意
味
で
の
持
続
性
が
み
ら
れ

る
。
(
中
規
模
層
で
は
常
用
労
働
者
の
増
加
も
み
ら
れ

る
)
そ
れ
は
、
中
小
経
営
階
層
(
農
民
〉
の
経
済
的
変 つ

し、

て

察

1
1
1

千百

い

診

九

円

コ

し

F
存
同
一
一
コ
ロ

ハ
岩
手
大
学

農

学

部
)

島

研
究
を
い
か
に
評
価
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
含
め
て
、

個
別
経
蛍
研
究
の
最
も
基
礎
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
考
え

る
の
だ
が
、
研
究
史
を
さ
か
の
ぼ
り
、
あ
る
い
は
、
担

い
手
論
ま
で
を
展
開
す
る
用
意
は
な
く
、

実
態
分
析
表

提
示
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ら
を
踏
み
台
に

し
た
討
論
の
展
開
を
期
待
し
た
い
。

本
誌
に
は
、
紙
数
の
関
係
で
表
の
一
部
の
み
を
収
録
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
報
告
の
意
図
か
ら
す
れ
ば
不
十
分
な

も
の
と
な
b
が
、
報
告
の
「
若
干
の
コ
メ
ン
ト
」
部
分
だ

け
が
問
題
と
さ
れ
た
研
究
会
の
経
緯
で
あ
っ
た
の
で
、
本

誌
の
企
画
の
中
で
は
支
障
は
な
か
ろ
う
。
諸
表
は
、
改
め

て
、
詳
細
な
分
析
結
果
を
付
し
て
発
表
し
た
い
。

一
、
基
礎
的
な
事
実
の
提
示

(

3

)

 

ま
ず
、
七

O
年
セ
ン
サ
ス
な
ど
に
よ
り
、
幾
っ
か
基

礎
的
な
事
実
を
提
示
し
て
お
こ
う
。

林
家
の
大
部
分
(
一
加
以
上
の
林
家
の
九
二
克
)
が

農
家
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
全
体
と
し
て
農
家
上
層
に
か

た
よ
っ
て
い
る
。
と
く
に
中
小
規
模
の
林
家
に
お
い
て
、

. . 
動
に
対
す
る
抵
抗
性
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

作
業
の
委
託
・
請
負
せ
は
、
労
力
総
量
と
し
て
も
増

加
し
、
全
階
層
と
も
そ
の
部
分
の
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
た

が
、
関
係
戸
数
が
著
増
し
、
一
件
当
り
の
規
模
は
零
細

化
し
た
。
大
規
模
層
で
は
、
委
託
・
請
負
わ
せ
は
絶
対

量
が
著
減
し
、
こ
の
面
で
も
後
退
が
著
し
い
。
受
託

・

請
負
の
主
体
は
主
に
森
林
組
合
で
あ
り
、
作
業
種
類
別

で
は
大
規
模
層
は
育
林
だ
が
、
中
小
規
模
層
で
は
、
そ

れ
ら
に
と
っ
て
労
力
的
・
市
場
的
に
な
じ
み
に
く
い
伐

出
部
分
が
大
き
く
、
森
組
の
役
割
に
つ
い
て
一
定
の
評

価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

作
業
種
類
別
の
関
係
林
家
類
、
労
力
投
入
量
を
み
る

と
、
伐
出
作
業
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
ま
っ
た
の
が
目
立

つ
、
中
小
林
家
の
関
係
戸
数
の
増
加
、
一
件
当
り
の
平

均
作
業
規
模
の
縮
小
か
ら
し
て
、
間
伐
が
多
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。
新
植
の
拡
大
よ
り
、
撫
育
・
間
伐
に
関
心

を
移
し
て
い
る
状
況
が
表
こ
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
の
で

あ
る
。三

、
林
家
経
済
調
査
の
分
析

農
林
家
の
就
業
・
経
済
全
体
(
一
個
の
完
結
し
た
経

営
経
済
)
か
ら
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
事
態
の
意
義
を
み

る
た
め
、
ま
た
動
態
調
査
へ
の
接
続
の
意
味
も
兼
ね

て
、
六
四
J
六
八
年
の
林
家
経
済
調
査
(
五
J
五

O
加
)

の
集
計
を
農
家
経
済
調
査
と
対
照
さ
せ
て
示
し
た
。
以

降
の
林
家
経
済
調
査
の
集
計
表
も
掲
げ
た
が
、
林
業
部

分
を
ぬ
き
出
し
て
示
す
だ
け
の
調
査
と
な
っ
た
の
で
利

用
価
値
を
著
し
く
減
じ
て
い
て
困
惑
す
る
。
と
も
か
く
、

( 16 ) ( 17 ) 



植 林 下刈・手入れ 伐 出 す「 炭

68年 I 71年 68 I 71 I 68 I 71 I 68 I 71 

戸数労力|戸数労力戸数 労力|戸数労力 戸数労力|戸数労力 戸数 労力|戸数労力

%人%人
全国総数 47.1 27 42.1 231 80.0 64 79.6 561 15.0 40 20.6 331 34.3 31 17.1 24 

5~ 10 1 39.8 16 35. 1 141 76. 2 38 75.9 361 12.8 21 16.9 231 34.4 26 16. 1 20 

10~ 20 1 50.5 23 44.8 211 82.3 61 81. 7 521 14.5 31 22.0 271 34.4 34 17.8 26 

20~ 30 1 60.2 34 51. 6 271 86.4 89 84.9 781 20.0 46 25.5 351 36.7 38 19.0 32 

30~ 50 1 66.3 44 58.6 381 88. 5 115 88. 1 981 22.2 51 30.3 551 33.2 39 19. 2 26 

50~500 1 71.3 104 62.4 691 89.9 312 85.2 1921 30.7 178 31. 7 1071 26.9 49 15.840 

東北総数 52.4 23 43.2 201 85.0 51 84.2 411 13.8 32 20.3 241 37.9 37 20.7 30 

5~ 10 1 44.8 15 36.3 131 81. 6 31 80.3 27134.2 7 17.9 171 36.0 27 19.2 21 

10~ 20 1 57.3 19 45.9 181 87.5 45 87.2 391 14.5 22 21. 6 221 40.2 44 19.9 31 

20~ 30 1 63. 1 26 53.6 241 90.3 78 88.7 571 16. 1 36 22. 5 281 41. 3 51 27.2 20 

30~ 50 1 70.3 37 56.3 301 92.3 87 88.8 801 18.9 56 22.8 501 40. 1 48 25.0 34 

50~500 1 78. 8 94 68. 8 571 92. 7 248 94. 0 143129.8 111 33.7 62137.7 74 26.8 48 

近畿総数 44.3 34 44.5 251 79.7 96 82.0 611 14.0 59 24.3 341 39.8 32 23.8 20 

5~ 10 1 35.3 19 38.3 131 74.3 44 79.1 341 13.5 32 19.7 241 41. 7 26 22.8 19 

10~ 20 1 47.4 26 45.2 241 83.7 75 83.9 631 11. 1 35 26.5 261 38.9 33 25.6 21 

20~ 30 1 57.9 38 56.2 351 82.6 108 86.8 911 15.8 74 33.5 481 42.1 45 24.3 21 

30~ 50 1 63.5 47 61. 9 421 93.2 167 88.8 1001 18.9 62 34.4 461 29.1 58 23.8 27 

50~500 1 75.3 151 63.7 711 92.9 694 83.0 1991 30.6 269 29.6 981 30.6 59 21. 5 18 

そ
れ
ら
に
よ
っ
て
て
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
わ
か
る
。

林
家
所
得
は
年
々
農
家
平
均
所
得
に
接
近
し
、
現
金

収
支
に
お
い
て
は
、

五
J
一
O
加
層
が
六
五
年
以
降
農

家
平
均
収
支
に
劣
り
、
一

0
1
二
O
加
層
で
は
六
六
年

以
降
然
り
、
と
い
う
よ
う
に
、
農
家
上
層
で
あ
る
林
家

に
お
い
て
、
農
林
業
活
動
の
不
利
性
か
ら
(
と
く
に
山

地
農
業
の
不
利
性
、
生
産
物
価
格
上
昇
の
相
対
的
停
滞

雇
用
労
貨
の
上
昇
)
、
当
面
問
題
と
な
る
現
金
収
支
に

お
い
て
、

賃
労
働
へ
の
傾
斜
が
よ
り
著
し
い
農
家
平
均

よ
り
劣
る
状
態
が
、
順
次
林
家
上
層
に
波
及
し
て
ゆ
き
、

差
が
拡
大
し
た
。
こ
れ
は
林
家
が
林
産
物
販
売
を
制
限

し
た
結
果
で
な
く
、
当
初
む
し
ろ
増
加
さ
せ
た
対
応
の

結
果
で
あ
る
。
そ
の
帰
結
と
し
て
、
伐
採
量
を
縮
小
し
、

造
林
活
動
も
さ
ら
に
縮
小
さ
せ
な
が
ら
(
ま
ず
一
雇
用
労

働
を
切
り
、
次
い
で
自
家
タ
働
も
)
、
効
率
の
よ
り
高

い
就
業
部
門
で
あ
る
賃
労
働
に
傾
斜
す
る
こ
と
に
よ

り
、
家
計
の
破
綻
か
ら
免
が
れ
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
に

み
ら
れ
る
の
は
、
農
林
産
物
市
場
・
労
働
市
場
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
林
家
の
否
応
の
な
い
選
択
で
あ
る
。

こ
の
事
態
は
、
六
八
年
以
降
林
産
物
価
格
の
低
落
、

農
産
物
価
格
上
昇
の
停
滞
(
と
く
に
生
産
者
米
価
の
凍

結
)
に
よ
っ
て
決
定
的
と
な
り
、
加
速
さ
れ
る
。
こ
う

い
っ
た
林
家
の
経
営
・
就
業
動
向
を
、
動
態
調
査
に
接

続
さ
せ
、
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
林

家
経
済
調
査
は
、
林
木
蓄
積
構
成
の
優
良
な
、
林
業
に

関
心
の
深
い
林
家
を
抽
出
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

済経業林

人日〉(% 作業をした林家数割合と 1戸当労働投入量作業種類別

済経業

表2

林

世帯員 常「 用 季節雇 ・臨時雇 委託 ・請負わせ

68年 I71年

数戸 労力 1:戸数 労力人 戸労 I数戸労 p 労 I数jコ労 )'-1 労i戸労
数戸 力労 I~数コ 力労数カ カ 数力力 数力数力

広人%
全国総数89.0 9285.4 67 83. 1 58 79.5 54 1.3 375 1.4232 35.9 6829.5 54 3.8 106 6.8 66 

5~10 86.7 56 82.7 49 82. 2 45 73. 2 42 0.4 70 0.3 63 27.3 3321.3 29 2. 7 38 4.4 40 

1O~20 90.4 8886.7 75 84. 7 64 81. 3 57 0.7 161 0.8105 39.3 5432.5 42 3.8 60 6.6 47 

20~30 92.3 13389.6109 85.0 8582.4 77 1.7 296 2.3 138 51.0 7839.8 61 4. 7 109 10.0 63 

30~50 94.716891.5147 84. 1 88 81. 2 86 4.4 264 4.2208 59.3 11448.5 91 7.2 75 13.1 87 

50~500 95.245790.3283 76.3 9390.3 94 16.0 675 14.2378 70.527357.6 168 15.3 407 23.9 154 

. 
93.0 8090.1ム6.2 49 85. 0 4211. 1 東北総数 31 0.8146 41.8 6330.4 50 2.8 123 5.1 68 

5~10 91.8 4987.1 39 86.2 3883.5 32 O. 1 65 0.5 43 34.2 3022.4 25 2.0 63 3.6 36 

1O~20 94.0 7791.9 59 88.4 5687.5 45 0.6 133 0.3 13 41.6 4833.8 35 2.9 37 4.4 68 

20~30 94.0 12295.9 91 84.6 6891.4 61 1.8 236 1.6148 61.6 8039.1 55 2.0 128 10.8 76 

30~50 95.5 14392.4121 86.9 6682.7 61 5.9 209 2.2108 61. 3 103 49.4 102 4.5 76 9.7 84 

50~500 98.040598.1215 72.9 8681.9 68 11.3 524 7.5281 79.527361.5184 13.9 230 12.5 161 

近畿総数89.3 130 89.0 88 82.0 6882.0 55 2.3 721 3.1 136 38.8 9035.2 65 3.2 256 6.1 91 

5~10 87.1 6588.0 48 81.8 5382.3 39 0.4 204 0.7 78 26.5 4225.7 30 1.6 63 4.0 50 

1O~20 89.1 10688.5 91 81.4 7283.7 63 1.0 325 1.8 144 44.6 7039.3 57 2. 7 52 5.3 50 

20~30 92.7 160 89.7 139 86.2 9279.8 84 2.4 707 7.0 32 53.0 81 46.7105 5.3 156 7.4 90 

30~50 96.622895.6151 81.810780.0 85 8.1 310 10.0 99 68.214860.0101 8. 1 77 11. 3 49 

50~100 98.888493.3 285 78.8 10674.1 101 30.6 1164 20.0 239 74.136759.3147 15.31，117 23.7238 

人目〉(% 労力をかけた林家数割合と 1戸当労働投入盤労力種類男IJ表1

資料:昭和43年および昭和46(jC:I林業動態?訓盗報f;. ~;!JJ 。

注〉労力をかけた林家数割合は全戸にすIする割合(匁〕、労力量は労力をけた林家 l戸の人数、労力量割l合は全労力Jil:= 100とする。

向 (1968~71 年)

3O1年〉生 51年生以上
(31~4 (4l~50) 

都府県 平均 (14.9) 7.3 (5.6) 8.9 ( 7.8) 10.0 

5~ 20ha (16.3) 7.9 (5.5) 10.0 ( 6.3) 13.5 

20~ 30 (10.8) 6.4 (5.4) 7.4 (10.3) 4.4 

30~ 50 (13.3) 5.9 (6.6) 5.3 ( 7.0) 3.6 

50~100 (10.6) 5.8 (4.4) 6.8 ( 6.8) 6.6 

100~500 ( 8.8) 6.4 (4.4) 7.8 ( 6.9) 8. 7 

東北 平均 (12.7) 9.6 (7.6) 10.6 ( 5.3) 16.7 

5~ 20 (16.5) 9.7 (4.7) 16.9 ( -) 27.5 

20~ 30 ( 5. 1) 6.8 (9.6) 5.6 (0.4) 10.0 

30~ 50 ( 6.9) 7.7(7.9) 7.6 (11. 3) 3.9 

50~100 ( 5.5) 4.4 (1. 3) 6.4 ( 7.4) 4.6 

100~500 ( 5.5) 6.5 (2.7) 12.1 (9.7) 16.8 

近畿 平均 ( 4. 7) 8.2 (2.6) 11. 9 ( 9.2) 14.4 

5~ 20 ( 7.1) 13.5 (2.6) 20.6 (12.1) 28.4 

20~ 30 (1.1) 11. 1 (0.6) 9.5 ( 7.9) 10.0 

30~ 50 ( 3.6) 3.4 (0.1) 8.5 (14.0) 4.5 

50~100 ( 7.8) 2.1(6.6) 2.4 ( 1. 3) 4.4 

100~500 ( 6.6) 6.8 (1. 9) 5.9 (7.9) 4.4 

1生

資料:林家経済調査
注〉スギ人工林について、 1969~71年 3 年間の伐採面積を、当該伐期令級以上の林分面積で除した割合C%)で示した。( )1与は、当該
伐期令級面積で除した数値 C%)である。なお、林分面積は70年の数値。

資料表1におなじ。

採伐表3

く18) ( 19 ) 



経

四
、
林
家
の
伐
採
性
向
に
つ
い
て

林
業
生
産
は
伐
採
に
よ
っ
て
完
結
す
る
。
林
木
が
林

家
に
と
っ
て
経
営
資
産
と
し
て
お
り
個
人
消
費
に
対
置

さ
れ
る
財
産
と
し
て
み
な
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
適
正

な
伐
期
で
伐
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
が
、
一
定
林
令
以
上
の
森
林
(
面
積
)
を
伐
採
し
た
割

合
(
主
伐
面
積
、
広
〉
を
算
出
し
、
林
家
の
階
層
別
の

伐
採
性
向
の
参
考
と
し
た
(
表
3
、
都
府
県
、
ス
ギ
、

人
工
林
、
六
九
J
七
一
年
の
一
一
一
カ
年
の
伐
採
面
積
、
森

林
面
積
は
七
O
年
)
。

こ
の
数
値
が
幾
つ
な
ら
適
当
な
の
か
、
要
素
が
複
雑

す
ぎ
て
何
と
も
い
い
か
ね
る
が
、
た
と
え
ば
、
現
在
五

O
年
以
上
の
林
令
の
森
林
を
今
後
五

0
年
間
継
続
し
て

伐
採
で
き
る
と
い
う
数
値
は
三
カ
年
間
で
六
克
で
あ

る
。
お
な
じ
く
四
O
年
以
上
の
森
林
に
つ
い
て
は
七

・

五
%
、

三
O
年
以
上
一
O
M
と
な
ろ
う
。

こ
の
数
値
は

人
工
造
林
が
こ
こ
二
五
年
く
ら
い
の
聞
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
著
し
く
過
小
な
数
値
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考

え
て
表
3
を
み
る
と
三
O
J
五
O
加
層
を
中
心
と
し
た

階
層
の
伐
採
性
向
が
著
し
く
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
ま
で
、
小
規
模
層
で
は
家
族
の

口
の
数
に
比
ベ
ガ
マ

ロ
が
小
さ
く
、
大
規
模
層
で
は
林
業
が
よ
り
経
営
的
な

い
し
は
、
他
に
投
資
で
き
る
よ
う
な
纏
ま
っ
た
金
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
実
を
示
す
だ
け
の
数
値
か

も
知
れ
ぬ
が
、
地
方
別
の
数
値
も
参
考
と
さ
れ
る
。
蓄

積
構
成
が
す
ぐ
れ
よ
り
先
進
的
な
(
東
北
に
く
ら
べ
〉

近
畿
の
林
家
で
は
、
小
規
模
層
で
は
伐
採
が
(
つ
ま
り

現
段
階
で
は
林
業
生
産
が
〉
よ
り
積
極
的
で
あ
り
、
大

済業林

規
模
層
で
は
資
産
維
持
的
傾
向
が
強
く
な
る
。
こ
れ

は
、
動
態
調
査
で
み
た
事
態
(
再
生
産
労
力
の
自
家
労

働
へ
の
収
紋
傾
向
〉
と
照
応
す
る
。
近
畿
は
、
労
働
市

場
の
状
態
も
よ
り
先
進
的
だ
か
ら
、
今
後
の
林
家
の
経

営
の
方
向
を
象
徴
す
る
事
実
か
も
知
れ
ぬ
。
(
そ
し
て
、

伐
採
性
向
は
、
長
期
的
傾
向
と
し
て
は
、
小
規
模
層
で

は
賃
労
働
者
化
に
よ

っ
て
、
大
規
模
層
で
は
労
働
の
自

家
労
力
化
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
な
お
縮
小
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
〉

仕
桁

一品川

報
告
を
以
上
で
終
る
が
、
報
告
内
容
は
、
あ
く
ま
で

階
層
別
の
動
向
分
析
に
す
ぎ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
今
後

官
庁
資
料
の
分
析
を
な
お
進
め
、
ま
た
実
態
調
査
を
例

せ
、
具
体
的
な
経
営
の
タ
イ
プ
を
検
出
す
る
作
業
な
ど

お
こ
な
い
、

山
村
社
会
あ
る
い
は
林
業
に
お
け
る
林
家

の
位
置
づ
け
を
展
望
し
、
構
造
的
な
関
連
か
ら
論
理
を

構
成
す
る
考
え
で
い
る
。

注〈
1
〉
福
島
康
記
「
良
民
的
育
林
に
つ
い
て
1

若
干
の
予

備
的
考
控
訴
」

、
林
業
経
済
研
究
会
報
八
五
号
。

(
2
〉
長
林
省
統
計
調
査
部
「
昭
和
四
三
年
林
業
動
態
調
査

報
告
書
」
お
よ
び
農
林
省
統
計
情
報
部
「
昭
和
四
六
年

林
業
動
態
調
査
報
告
書
」
。

(
3
〉
農
林
省
統
計
調
査
部
「
一
九
七
O
年
世
界
法
林
業
セ

ン
サ
ス
、
林
業
調
査
報
告
書
お
よ
び
地
域

・
地
帯
別
林

家
調
査
報
告
書
」
。

(
4
〉
例
え
ば
、
東
北
の
山
村
に
つ
い
て
山
林
保
有
規
模
階

層
別
に
農
家
の
経
営
耕
地
面
積
階
層
別
の
戸
数
割
合
を

み
る
と
、
山
林
保
有
一
J
五
初
層
に
お
い
て
は
、
J
耕
地

一
加
未
満
層
五
O
%、

一
J
二
M
層
三
八
%
、
二
初
以

上
二

一
%、
山
林
保
有
五
J
二
O
M
層
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三
四
%
、
四
九
%
、
一
八
%
で
あ
る
。
六
九

年
の
東
北
山
村
の
全
農
家
の
そ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
六

一
%
、
三
O
%
、
九
%
と
対
照
さ
れ
る
(
決
林
省
統
計

調
査
部
「
地
域
農
業
の
動
向
」
参
照
)
。

(

5

)

セ
ン
サ
ス
は
農
産
物
販
売
収
入
一
位
の
部
門
総
販
売

収
入
に
占
め
る
割
合
六
割
の
良
家
を
複
合
経
営
と
し
て

い
る
。
東
北
の
二
O
M
以
下
の
山
林
保
有
法
家
で
は
、

政
山
村
の
一
J
五
加
層
の
三
七
%
を
最
低
と
し
て
四
J

五
O
U
A
ム
口
の
複
合
経
営
農
家
率
が
一
爪
さ
れ
て
い
る
。
東

北
全
体
の
農
家
の
そ
れ
は
八
%
に
す
ぎ
な
い
。

(

6

)

紙
野
伸
二
な
ど
「
育
林
業
経
営
の
階
層
分
析
」
決
林

漁
業
金
融
公
庫
「
長
期
金
融
」
七
四
年
二
月
、
参
照
。

七
O
年
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
も
、
林
家
の
山
林
保
有
面

積
は
実
態
と
の
飛
離
が
大
き
い
こ
と
が
調
査
に
よ
り
確

か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

7

)

こ
の
期
間
に
、

刈
払
機
、
チ
エ
ン
ソ

ー
な
ど
の
佼
用

が
著
し
く
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
労
働
生
産
性
の
向
上
を

考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
期
間
に
、
二
戸
当
り
平

均
造
林
面
積
で
は
、
五
O
M
以
下
層
で
は
む
し
ろ
若
干

増
加
し
て
い
る
。
五
O
J
五
O
O
層
で
は
落
ち
こ
み
を

み
せ
て
い
る
。

(

8

)

座
談
会
「
基
本
法
林
政
一
O
年
の
歩
み
」

、
林
業
経

済
三
二
号
、
参
照
。

( 20 ) 




